
開
かい

三
さん

小
しょう

のきまり 

 

１ 
と う

登
こ う

校（
せいもん

正門・南門
みなみもん

） 

（１）
とう

登
こう

校時間
じ か ん

を
まも

守りましょう。（８
じ

時１５分
ふん

～８
じ

時２５
ふん

分）
わす

忘れ
もの

物をしても
と

取りにもどりません。 

８
じ

時１５分
ふん

までは
し

芝
ばふ

生の決
き

まった場所
ば し ょ

で
ま

待ちます。校庭
こうてい

で遊
あそ

んではいけません。 
はし

走らず
じゆん

順
ばん

番に
くつ

靴をはきかえます。 

（２）
こう

校
ぼう

帽をかぶって、
き

決められた
つう

通
がく

学
ろ

路を
とお

通りましょう。広
ひろ

がって歩
ある

かないようにしましょう。 

（３）
じ

自
ぶん

分から、
あい

相
て

手の
め

目を
み

見て
げん

元
き

気よくあいさつしましょう。（
きよう

教
しよく

職
いん

員、地域
ち い き

、
ほ

保
ご

護
しや

者、
らい

来
こう

校
しや

者） 

 

２ 
し

始
ぎよう

業
ま え

前 

（１）
くつ

靴はそろえて
い

入れましょう。 

（２）
な

名
ふだ

札をむね部分
ぶ ぶ ん

の見
み

えるところに付
つ

けましょう。シールなどでかざりません。 

（３）時計
と け い

を見
み

て、
ちよう

朝
かい

会や朝
あさ

の会
かい

に
おく

遅れないようにします。 

 

３ 
ちよう

朝
か い

会 

（１）
たいいくかん

体育館に
あつ

集まるときは、
なら

並んで
がつきゆう

学 級ごとに
い ど う

移動します。
ろう

廊
か

下、
かい

階
だん

段は
みぎ

右
がわ

側を
しず

静かに
ある

歩きます。

（４・５・６年生
ねんせい

は、朝会
ちょうかい

・集会
しゅうかい

の時
とき

だけは、１階
 か い

から体育館
たいいくかん

に向かいます
む

。） 

（２）８
じ

時３０分
ふん

から始められるように整列しましょう。 

（３）校庭
こうてい

で朝会
ちょうかい

をする時
とき

、１年生
ねんせい

は校
こう

帽
ぼう

をかぶります。 

 

４ 
や す

休み
じ

時
か ん

間 

（１）
つぎ

次の
じ

時
かん

間の学習
がくしゅう

の
よう

用
い

意をしてから
あそ

遊びます。 

（２）
せき

席を
はな

離れる
とき

時は、いすを
つくえ

机 の
なか

中に
い

入れます。 

（３）校庭
こうてい

・体育館
たいいくかん

・屋上
おくじょう

で遊
あそ

ぶ時
とき

は、担当
たんとう

の先生の指示
し じ

にしたがって、安全
あんぜん

に遊びま
あ そ び ま

す。 

（４）
てん

天
き

気のよい
ひ

日は、
そと

外で
あそ

遊びます。ボール
あそ

遊びゾーン（
け

蹴ることは
きんし

禁止）・おに
あそ

遊びゾーン・ 

なわとびゾーン・バスケットゾーンを
まも

守ります。
し

芝
ばふ

生で横
よこ

になりません。 

校舎
こうしゃ

の
みなみ

南
がわ

側、
はたけ

畑 や
か

花だんのところ、コンクリートのところでは
あそ

遊びません。 

（５）
と

図
しよ

書
しつ

室は静
しず

かに
り

利
よう

用します。 

（６）
うち

内
あそ

遊びの
ひ

日は
しつ

室
ない

内で
しず

静かに
す

過ごします。他
た

クラスや他
た

学年
がくねん

には必要
ひつよう

な時
とき

以外
い が い

は行きません。 

（７）
のぼ

登り
ぼう

棒は、しっかりとつかんで
のぼ

登り
お

降りをし、
いちばんうえ

一番上には
あ

上がりません。 

（８）
そと

外
あそ

遊びの後
あと

に、
て

手
あら

洗いをします。 

（９）「エーデルワイス」は遊び
あそ

をやめる合図
あ い ず

です。始ま
はじ

ったらすぐに遊
あそ

びをやめて、必
かなら

ず歩
ある

いて
きようしつ

教 室に
もど

戻ります。危険
き け ん

なので、絶対
ぜったい

に走
はし

って戻
もど

ってはいけません。 

（10）
きよう

教
しつ

室の
い

移
どう

動は、行き
い

も帰り
かえ

も２
れつ

列に
なら

並んで、
しず

静かに話
はな

さずに
みぎ

右
がわ

側を
ある

歩きましょう「はしらない、

さわがない、みぎがわつうこう」を守
まも

ります。 

（11）
たい

体
いく

育
かん

館
あそ

遊び・屋上
おくじょうあそ

遊びは、学年
がくねん

の
せん

先
せい

生のつきそいがあれば
あそ

遊べます。 

（12）１年生
ねんせい

は校庭
こうてい

遊
あそ

び・屋上
おくじょう

遊
あそ

びの時、校
こう

帽
ぼう

をかぶります。                                                 

 

５ 
きゆう

給
しよく

食  

（１）４
こう

校
じ

時の
じゆ

授
ぎよう

業 が
お

終わったら、トイレ、
て

手
あら

洗いなどをすませ、
しず

静かに
せき

席について
ま

待ちます。 

（２）
まい

毎
にち

日、
せい

清
けつ

潔なランチマットを
も

持ってきます。給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

は、マスクを持
も

ってきて着用
ちゃくよう

します。 

（３）
はじ

始めと
お

終わりのあいさつ（いただきます、ごちそうさま）をしっかりします。 

（４）
き

決められた
じ

時
かん

間で、
す

好き
きら

嫌いしないで
た

食べます。 

（５）食
た

べる時
とき

は、話
はなし

をせずよく噛
か

んで食
た

べます。 

（６）
き

決められた
かた

片
づ

付け
かた

方で
しよつ

食
き

器
など

等を
かえ

返します。チャイムが鳴
な

るまで廊下
ろ う か

に出
で

ません。 

 



６ そうじ 

（１）友達
ともだち

と
きよう

協
りよく

力 して、てきぱきとそうじをします。 

（２）
よう

用
ぐ

具はていねいに
あつか

扱 い、
あと

後
し

始
まつ

末もしっかりしましょう。ほうきのひもはしっかりかけます。 

ぞうきんは、バケツで
あら

洗い、よくしぼって使
つか

います。 

（３）そうじが
お

終わったら、
て

手
あら

洗いをします。 

 

７ 
せ い

整
り

理・
せ い

整とん 

（１）
も

持ち
もの

物には、すべての物
もの

に
かなら

必 ず
がく

学
ねん

年、
くみ

組、
な

名
まえ

前を
か

書きましょう。 

（２）
つくえ

机 やロッカーの
なか

中は、いつも
せい

整とんしておきましょう。 

（３）ごみをちらかさないようにし、ごみを
み

見付
つ

けたらごみ
ばこ

箱へ
す

捨てます。 

（４）探検
たんけん

ボードのひもは、使
つか

い終
お

わったら結
むす

びんでしまいます。 

（５）絵の具
え  ぐ

セット・習字
しゅうじ

セット・裁縫
さいほう

道具
ど う ぐ

・図工
ず こ う

バッグ・図書
と し ょ

バッグは使う
つか

時
とき

だけ学校
がっこう

に持って
も

きます。 

（６）帰り
かえ

の会後
かいご

、机
つくえ

・椅子
いす

をそろえて帰
かえ

ります。 

 

８ 
げ

下
こ う

校（
に し

西
も ん

門） 

（１）
な

名
ふだ

札を外
はず

して
かえ

帰りのあいさつをします。 

（２）靴
くつ

を履
は

いたら、まっすぐ西門
にしもん

に向
む

かいましょう。校庭
こうてい

で遊
あそ

んではいけません。 

（３）
つう

通
がく

学
ろ

路を
まも

守って、
よ

寄り
みち

道をしないで、
げ

下
こう

校します。できるだけ
ひと

一
り

人ではなく、
とも

友
だち

達と
かえ

帰ります。 

   広
ひろ

がって歩
ある

かないようにします。 

 

９ その
た

他 

（１）
がく

学
しゆう

習 に必要
ひつよう

のないものは、
も

持ってきません。キーホルダー・お守
まも

りは着
つ

けません。 

（２）
ふで

筆
ばこ

箱の
なか

中には、２Ｂ
えん

鉛
ぴつ

筆５本、
あか

赤
えん

鉛
ぴつ

筆１本、
け

消しゴム１つ、その
た

他
がく

学
ねん

年で
き

決められたものを
も

持って

きます。シャープペンシル、カラーペンは
も

持ってきません。
えん

鉛
ぴつ

筆は
いえ

家で
けず

削ってきます（
じゆぎようちゆう

授業中 は
きんし

禁止）。 

（３）
ふで

筆
ばこ

箱（箱型
はこがた

）・筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

・
した

下
じ

敷きなど、持ち物
も   もの

はシンプルなものを
つか

使います。テープのりは
つか

使いま

せん。５年生
ねんせい

以上
いじょう

で、持
も

ち物
もの

の管理
か ん り

ができる場合
ば あ い

は、学習
がくしゅう

に適
てき

した形状
けいじょう

であればよいとします。 

（４）
な ふ だ

名札
と

留め
ぐ

具を
つか

使ってもよいです。
は で

派手なものは
つか

使えません。 

（５）
たい

体
いく

育の
けん

見
がく

学は、
れん

連
らく

絡
ちよう

帳 で
とど

届けます。 

寒
さむ

いとき、
たい

体
いく

育
ぎ

着の
うえ

上に
き

着るものは、フードやかざりのないトレーナーのようなものにします。体育
たいいく

着
ぎ

として家
いえ

から持
も

ってきたもの以
い

外
がい

は着
き

替
が

えることはできません。
かみ

髪の
け

毛はゴムで
むす

結びます。
たい

体
いく

育
ぎ

着を
わす

忘れた
とき

時は、
けん

見
がく

学となります。女子
じ ょ し

更衣室
こういしつ

に荷物
に も つ

を置
お

いたままにしてはいけません。 

（６）
うわ

上
ば

履きを
わす

忘れた
とき

時は、
せん

先
せい

生と一緒
いっしょ

に、
か

貸し
だ

出し
よう

用の
うわ

上
ば

履きを
か

借り、記録
き ろ く

用紙
よ う し

に
き

記
にゆう

入 します。
か

借りた

ら
あら

洗って
せん

先
せい

生に
つた

伝えて
かえ

返します。貸出票
かしだしひょう

におうちの人からサインをもらいます。スリッパは
つか

使いま

せん。 

（７）
わす

忘れ
もの

物を
と

取りに
く

来るときは、４時
じ

４５分
ぷん

までにおうちの人
ひと

と一緒
いっしょ

に来
き

ましょう。主事室前
しゅじしつまえ

のノート

に氏名
し め い

や入室
にゅうしつ

時刻
じ こ く

などを記入
きにゅう

します。
しゆ

主
じ

事
しつ

室にいる
ひと

人と
しよく

職
いん

員
しつ

室の
せん

先
せい

生に
つた

伝えます。先生
せんせい

と一緒
いっしょ

に

教室
きょうしつ

に行
い

きます。土日
ど に ち

祝日
しゅくじつ

は、忘れ物
わす  もの

を取
と

りに来
く

ることはできません。 

（８）
ほ

保
けん

健
しつ

室に
い

行くときは、
せん

先
せい

生に
つた

伝えます。
ほ

保
けん

健
しつ

室では、
じ

事
じよう

情 をきちんと
つた

伝えます。 

（９）かさはとじて、かさたてにしまいましょう。
お

置きがさ（おりたたみがさ）は、ロッカーに
お

置きます。 

（10）
しゆう

週
まつ

末には体育
たいいく

着
ぎ

と
うわ

上
ば

履きを
も

持ち
かえ

帰り、
あら

洗います。 

（11）ベランダには
で

出ません。
で

出るときは
せん

先
せい

生から
きよ

許
か

可をもらいます。 

（12）学校
がっこう

に来
く

る時
とき

は、自転車
じてんしゃ

で来
こ

ないで歩い
ある

て来
き

ます。 

 

 

 

 

 

 



開
かい

進
しん

第三
だいさん

小学校
しょうがっこう

 タブレットの約束
やくそく

 

「タブレットは学校
がっこう

から貸
か

し出
だ

されている文房具
ぶんぼうぐ

」 

 

【1 使
つか

う場所
ばしょ

や時間
じかん

について】 

①先生
せんせい

が決
き

めた場所
ばしょ

や授 業
じゅぎょう

の時間
じかん

以外
いがい

ではタブレットは使
つか

いません。 

②学校
がっこう

以外
いがい

で外
そと

に持
も

ち出
だ

してはいけません。 

③休
やす

み時間
じかん

は使
つか

いません。委員会
いいんかい

や 係
かかり

の仕事
しごと

で使
つか

うときは先生
せんせい

の許可
きょか

をもら

うと特別
とくべつ

に使
つか

うことができます。 

④充 電
じゅうでん

は自分
じぶん

の家
いえ

で 行
おこな

いましょう。 

 

【2 安全
あんぜん

に使
つか

うために】 

① 自分
じ ぶ ん

が作成したドキュメント・スライド・スプレッドシート・フォームなど

を他
ほか

の人
ひと

と共同
きょうどう

編集
へんしゅう

する際
さい

は、「編集者
へんしゅうしゃ

」に先生
せんせい

を追加
つ い か

します。 

② 勉 強
べんきょう

に関係
かんけい

ないデータはタブレットに保存
ほぞん

しません。 

③ インターネットやアプリで人
ひと

を傷
きず

つけるような言葉
ことば

や個人
こじん

情 報
じょうほう

や

肖 像 権
しょうぞうけん

は絶対
ぜったい

に書
か

き込
こ

みません。 

④他
ほか

の人
ひと

や作品
さくひん

を勝手
かって

に写真
しゃしん

にとりません。著作権
ちょさくけん

を守
まも

ります。 

⑤自分
じぶん

のパスワードは教
おし

えません。 

⑥シールをはがしたり、落書
らくが

きしたり、こわれたりするような使
つか

い方
かた

はしませ

ん。 

⑦他
ほか

の人
ひと

とタブレットの貸
か

し借
か

りはせず、自分
じ ぶ ん

に割
わ

り当
あ

てられたものを使
つか

いま

す。 

⑧タイピングアプリやインターネットアプリで他
ほか

の人
ひと

と対戦
たいせん

しません。タイピ

ングの力
ちから

をつけるために一人
ひ と り

で集 中
しゅうちゅう

して行
おこな

います。 

 

【3 健康
けんこう

に気
き

をつけるために】 

① 使
つか

える時間
じ か ん

や場所
ば し ょ

は家族
か ぞ く

で話
はな

し合
あ

いましょう。 

 

タブレットは練馬区
ね り ま く

がみんなのために貸
か

し出
だ

してくれている大切
たいせつ

なものです。 

先生
せんせい

に言
い

われたことや、これらの約束
やくそく

を守
まも

れなかったときはタブレットが使
つか

えなくなります。 


